
上記の請願は、賛成５、反対20、棄権１で不採択と
なりました。
賛成討論１人、反対討論３人の討論がありました。
（討論要旨は14ページ参照）

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善と 
義務教育費国庫負担率の引き上げをはかるための 
2025年度政府予算の拡充を求める意見書（要約）
１．�35人学級を中学校で確実に実施し、さらなる
少人数学級について検討すること。

２．�学校の働き方改革の実現のために、加配増、少
数職種の配置増など教職員定数改善を推進する
こと。

３．�自治体で国の標準を下回る学級編成基準の弾力
的運用」ができるよう加配の削減は行わないこ
と。

４．�教職員の新規採用を持続的に確保し、専門性を
発揮し意欲をもって働くことができるよう改善
に必要な財政措置を講じること。

５．�「カリキュラム・オーバーロード」の早期改善
のため、学習指導要領の内容の精選等を行うこ
と。

６．�教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、
義務教育費の国庫負担割合を引き上げること。

旧姓の通称使用の拡充を周知し、 
「夫婦同姓」は合憲とする最高裁判決に沿った

政策の推進を求める意見書（案）（要旨）
　平成27年12月16日の最高裁判決で「夫婦
同姓」は合憲とすると結審された。民法も夫
婦同姓を義務付けており、「選択的夫婦別姓
制度導入」は、明らかに法を逸脱するもので
ある。婚姻に伴う改姓後の不便さや不利益は、
ほぼ解消されているが、旧姓の通称使用は法
律に基づくものでないことから、政府や自治
体、業界の取り組みの違いにより、社会生活
上の不利益が生じることがある。家族の一体
感や子どもへの影響、我が国らしいあり方、
伝統文化を考える必要がある。よって当意見
書の提出を強く求める。
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